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新
成
人
の
皆
さ
ん
の
「
大
人
へ

の
門
出
」
を
祝
お
う
と
、
１
月
７

日
に
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
晴

れ
着
を
ま
と
っ
た
女
性
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
77
人
が
式
典

に
参
加
し
、
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
加
藤
村
長
が
「
生

ま
れ
育
っ
た
昭
和
村
を
愛
し
、
人

間
性
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
新
成

人
を
代
表
し
て
関
上
寅
之
輔
さ
ん

と
中
島
菜
月
さ
ん
か
ら
、
青
春
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
生
越

太
鼓
が
勇
壮
な
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
中
学

時
代
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
、
新
成
人
た
ち
は
、
懐

か
し
い
先
生
か
ら
の
言
葉
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
成
人
式
に
参
加
し
た

新
成
人
た
ち
は
、
友
達
や
恩
師
と

再
会
し
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

▼
永
井
下
組
…
関
上
明
子
、
藤
井
沙
季
、
▼
永
井
上

組
…
藤
井
達
彦
、
諸
田
和
也
、
諸
田
静
沙
、
▼
入
原

上
組
…
金
井
浩
美
、
諸
田
紗
良
、
▼
入
原
下
組
…
堤

淳
志
、
▼
藤
井
…
生
方
美
穂
、
染
谷
祐
介
、
中
島
菜

月
、
藤
井
美
里
、
▼
宮
貝
戸
…
倉
澤
夏
季
、
竹
内
紘

嗣
、
▼
鎌
沢
…
石
井
宏
和
、
小
笠
原
悠
介
、
鹿
野
八

重
子
、
小
林
茉
利
江
、
澤
浦
早
矢
香
、
澤
浦
清
貴
、

澤
浦
真
実
、
平
澤
雅
輝
、
吉
田
華
織
、
▼
森
下
上
組

…
金
井
歩
、
廣
田
清
美
、
廣
田
剛
史
、
▼
森
下
中
組

…
加
藤
拓
、
加
藤
磨
美
、
鳥
羽
亜
希
子
、
▼
森
下
下

宿
…
西
澤
愛
美
、
▼
入
沢
…
諸
田
康
幸
、
▼
橡
久
保

北
部
…
金
井
友
則
、
▼
橡
久
保
南
部
…
青
木
彩
亜
、

▼
吹
張
…
高
橋
剛
、
▼
宿
…
加
藤
克
也
、
佐
藤
繁
樹
、

林
美
保
子
、
▼
中
宿
…
石
井
真
実
、
後
藤
智
晃
、
▼

中
内
出
…
加
藤
修
一
、
▼
常
木
…
金
子
俊
弘
、
高
橋

秋
早
、
▼
滝
寺
…
勝
見
啓
一
郎
、
▼
南
内
出
…
石
井

邦
彦
、
石
井
太
作
、
▼
上
内
出
…
諸
田
祐
子
、
▼
田

岸
…
横
坂
愛
子
、
▼
大
堀
…
田
沼
め
ぐ
み
、
林
修
平
、

吉
野
光
、
▼
滝
久
保
…
石
井
菜
々
美
、
金
子
剛
、
林

敬
一
郎
、
▼
池
原
…
林
の
ぞ
み
、
▼
生
越
…
林
亜
美
、

▼
中
野
下
…
吉
澤
幸
枝
、
▼
中
野
上
…
菅
原
陽
子
、

根
岸
杏
奈
、
▼
大
河
原
…
筏
井
隆
平
、
石
井
直
子
、

小
沼
浩
行
、
篠
田
直
樹
、
高
橋
翔
太
、
綿
貫
夏
未
、

▼
追
分
…
林
寿
和
、
星
野
愛
、
星
野
明
美
、
星
野
由

貴
、
堀
道
康
、
▼
赤
谷
…
塚
越
一
樹
、
中
澤
寿
美
、

松
崎
貴
洋
、
▼
赤
城
原
第
二
…
市
川
貴
一
、
▼
松
ノ

木
平
第
一
…
北
川
遼
、
坂
大
恵
美
、
▼
松
ノ
木
平
第

二
…
澤
浦
美
雪
、
澤
浦
由
季
、
津
久
井
美
佳
、
▼
県

内
…
藤
井
杏
奈
、
諸
田
隼
人
、
横
坂
美
沙
恵
、
▼
県

外
…
大
河
原
詩
織
、
柄
澤
聡
、
関
上
寅
之
輔
、
高
橋

千
尋
、
竹
之
内
美
正
。

86
人
が
二
十
歳
の
門
出
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元
気
で
す
か
？
頑
張
っ
て
い
ま

す
か
？
笑
っ
て
い
ま
す
か
？

今
日
、
私
た
ち
は
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
？

20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

み
ん
な
で
過
ご
し
た
時
間
、
友
情

の
大
切
さ
、
礼
儀
の
大
切
さ
を
学

べ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
今

で
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。

今
日
が
思
い
出
に
な
り
、
何
年

後
、
何
十
年
後
、
笑
顔
で
思
い
出

せ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
い
く
こ
れ
か
ら

の
時
間
は
、
と
て
も
早
く
流
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
日

一
日
を
大
切
に
、
悔
い
の
無
い
よ

う
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
家
族
や
身
近
な
人
に

改
め
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

感
謝
を
伝
え
る
日
に
し
た
い
で
す
。

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う

関上寅之輔さん

毎
日
の
生
活
の
中
で
は
、
成
人

と
し
て
の
自
覚
が
ま
だ
ま
だ
芽
生

え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た

ち
は
「
支
え
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
支

え
る
側
」
へ
と
シ
フ
ト
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
的
弱
者
が
排
除
さ
れ
、
人

を
モ
ノ
と
し
て
見
る
よ
う
な
世
の

中
。
こ
ん
な
社
会
を
良
く
す
る
の

も
悪
く
す
る
の
も
、
私
た
ち
若
者

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
「
支
え
る
側
」
に
立
ち
、

動
か
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い

ま
ま
で
す
。

い
つ
も
優
し
さ
を
持
っ
て
育
て

て
く
れ
た
両
親
、
学
校
で
学
ん
だ

厳
し
さ
や
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、

励
ま
し
て
く
れ
た
友
だ
ち
の
言
葉

な
ど
、
す
べ
て
が
私
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
大

切
な
事
を
教
え
て
く
れ
た
方
々
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
支
え
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
支
え
る
側
」
へ

中島菜月さん

青春メッセージ（抜粋） 青春メッセージ（抜粋）


